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問　
学
力
向
上
、
情
報

通
信
リ
テ
ラ
シ
ー
習

得
、
効
率
化
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
柱
と
考
え
る
が
、
市

内
小
・
中
学
校
全
員
へ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
後
、

学
力
向
上
面
で
の
効
果
は
。

答　
今
日
ま
で
に
積
み

上
げ
て
き
た
教
育
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
加
え
、

学
び
合
い
学
習
や
調
べ
学

習
、
ま
た
表
現
力
を
育
む

授
業
を
精
力
的
に
進
め
て

い
る
。
学
力
は
知
識
の
量

や
技
能
の
取
得
だ
け
で
な

く
、
自
ら
考
え
表
現
す
る

力
や
学
習
へ
の
意
欲
も
構

成
す
る
要
素
で
あ
る
。
現

在
、
知
識
・
技
能
を
測
定

す
る
判
断
材
料
は
な
い
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
り

意
欲
的
に
学
び
に
向
か
う

姿
が
見
ら
れ
、
個
別
・
協

働
的
な
学
び
が
深
ま
り
、

学
習
活
動
の
一
層
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
る
。

問　
糖
尿
病
は
自
覚
症

状
な
し
に
進
行
し
、

市
特
定
健
康
診
査
の
血
糖

値
検
査
で
見
過
ご
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
健
診
や

指
導
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

肥
満
や
運
動
不
足
だ
け
で

も
広
く
食
事
改
善
や
運
動

の
指
導
対
象
に
す
べ
き
だ

が
、
考
え
は
。

答　
特
定
保
健
指
導
で

生
活
習
慣
の
見
直
し

や
改
善
に
取
り
組
む
人
は

多
く
、
市
民
の
健
康
増
進

に
寄
与
し
て
い
る
。
糖
尿

病
は
早
い
段
階
で
の
保
健

指
導
に
よ
る
予
防
が
何
よ

り
大
切
と
考
え
て
お
り
、

今
後
の
指
導
充
実
や
実
施

率
向
上
、
病
気
へ
の
理
解

の
浸
透
な
ど
、
専
門
医
と

も
相
談
し
、
生
活
習
慣
病

を
減
ら
す
よ
う
努
め
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
よ
る
学
力
向
上
は

自民党議員団

奥村　文浩

問　
市
民
が
主
役
の
み

ち
づ
く
り
事
業
は
、

自
治
会
の
要
望
に
基
づ
き
、

年
間
予
算
を
定
額
の
４
０

０
０
万
円
（
１
校
区
４
０

０
万
円
）
と
し
て
整
備
を

行
う
も
の
だ
が
、
各
自
治

会
の
取
り
組
み
方
で
要
望

提
出
に
差
異
が
出
て
い
る

ほ
か
、
単
年
度
の
予
算
に

縛
ら
れ
る
と
進
捗
が
停
滞

す
る
た
め
、
見
直
し
が
必

要
。
行
政
主
導
で
市
内
全

域
を
調
査
し
て
必
要
経
費

を
予
算
化
し
、
計
画
的
に

整
備
を
行
う
べ
き
。

答　
要
望
提
出
の
な
い

自
治
会
も
あ
る
が
、

新
規
お
よ
び
過
年
度
か
ら

の
積
み
残
し
提
案
に
つ
い

て
、
市
と
自
治
会
連
合
会

が
協
議
す
る
中
で
、
事
業

箇
所
を
選
定
し
て
い
る
。

地
域
提
案
型
の
事
業
は
好

評
で
、
継
続
を
望
む
声
が

多
く
、
今
後
も
意
見
を
踏

ま
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問　
①
16
歳
以
上
65
歳

未
満
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
着
手
し
た
が
、
接
種
率

と
完
了
時
期
の
見
込
み
、

回
避
意
向
が
強
い
と
さ
れ

る
若
年
層
へ
の
対
処
は
②

市
内
の
職
域
接
種
状
況
は
。

答　
①
70
％
を
想
定
。

法
定
期
限
の
令
和
４

年
２
月
末
よ
り
早
く
完
了

す
べ
く
体
制
を
検
討
す
る
。

若
年
層
へ
は
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
や
副
反
応
等
に
関

し
情
報
発
信
に
努
め
る
②

市
介
護
事
業
所
連
絡
協
議

会
と
南
山
城
学
園
が
、
対

象
と
し
て
承
認
さ
れ
た
と

聞
く
。
介
護
事
業
所
に
よ

る
共
同
実
施
は
、
全
国
で

も
先
進
的
で
あ
り
、
で
き

る
限
り
の
支
援
を
行
う
。

提
案
型
み
ち
づ
く
り
事
業
の
再
考
を

会派を構成しない議員

澤田扶美子

問　
児
童
相
談
所
の
果

た
す
役
割
は
一
定
評

価
す
る
も
の
の
、
本
来
該

当
し
な
い
ケ
ー
ス
で
子
ど

も
が
一
時
保
護
を
受
け
た

り
、
条
件
が
満
た
さ
れ
て

も
子
ど
も
が
家
庭
に
返
さ

れ
な
い
等
の
事
例
を
報
道

等
で
目
に
す
る
。
子
ど
も

は
日
本
の
将
来
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で

あ
り
、
人
材
を
育
て
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
児
童

相
談
所
の
人
権
問
題
に
対

し
て
は
、
国
を
挙
げ
て
動

い
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
現
実
的
に
問

題
解
決
に
向
か
っ
て
お
ら

ず
、
こ
の
点
を
指
摘
し
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
議
員
の

仕
事
と
考
え
て
い
る
。
市

長
は
府
議
会
議
員
当
時
、

児
童
相
談
所
の
問
題
に
関

し
て
仕
事
を
し
た
り
、
要

望
を
受
け
た
こ
と
は
あ
っ

た
か
。

答　
８
年
以
上
前
の
こ

と
で
余
り
記
憶
に
残

っ
て
お
ら
ず
、
定
か
で
は

な
い
が
、
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
た
こ
と
は
な
い
よ

う
に
思
う
。

問　
児
童
相
談
所
に
お

い
て
は
、
子
ど
も
の

命
を
守
る
と
い
う
部
分
が

一
番
の
命
題
で
あ
り
、
ど

ん
な
子
ど
も
も
助
け
支
援

し
て
い
く
体
制
が
必
要
。

令
和
２
年
度
に
本
市
福
祉

保
健
部
に
寄
せ
ら
れ
た
児

童
虐
待
相
談
件
数
は
年
間

１
６
０
０
件
と
聞
く
が
、

家
庭
や
個
人
に
置
き
換
え

た
件
数
は
。

答　
令
和
３
年
６
月
現

在
に
お
い
て
、
虐
待

相
談
案
件
と
し
て
持
っ
て

い
る
家
庭
数
は
１
１
０
件

と
認
識
し
て
い
る
。

児
童
相
談
所
体
制
の
課
題
把
握
は

会派を構成しない議員　
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